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勉強会へのエントリーはこちらから！→

10月勉強会
「栽培お役立ち情報（露地栽培の省力化）」

1.日時
10月21日(月)   13：30～ @三木本社
10月22日(火)   13：30～ @観音寺営業所

2.勉強会内容
露地栽培（ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ）での防除作業の省力化について
ﾄﾞﾛｰﾝを使用すれば雨直後の圃場がぬかるんだ状態でも防除可能
です。新型のAgras T25 / T50を使った露地栽培での散布作業
や最新の登録状況などご説明差し上げます
高温・降雨・日照不足などの環境ｽﾄﾚｽ対策について
夏場の高温→台風の影響で植物は大きなｽﾄﾚｽを受けています。植
物が受ける様々な環境ｽﾄﾚｽを軽減し、植物本来の抵抗力・免疫力
を向上させるﾊﾞｲｵｽﾃｨﾐｭﾗﾝﾄ剤をご紹介します。

「病原菌はどこからやってくる?」 作物の病原菌はどこからやってくるのでしょうか。病原
菌は、様々な経路を通じて作物に侵入します。まず、雨・風や農業用水、虫などの自然要因、ト
ラクターなどの農業機械、長靴、剪定ばさみなどの人的要因、種子や苗といった作物要因など
、多様な経路から病原菌が運ばれて圃場に広がります。

「耐性菌発達の回避方法」 ポイントは大きく分けて3つあります。
1.薬剤の使用回数を減らす: ハウスや圃場まわりの除草、罹病残渣の適切な処理、圃場やハ
ウスの衛生管理などによって病気が発生しにくい環境づくりをすることが薬剤の使用回数を
減らす第一歩です。
また、症状が出てからの対処防除だと病気が広がりやすいのですが、常に予防防除を心がけ
ていれば、病気を未然に防ぎ、結果的に薬剤の散布回数を減らすことにつながります。
2.系統の異なる薬剤でのローテーション防除: 『よく効くから』といって同じ薬剤ばかり連用
したり、名前が違う薬剤でローテーションしているつもりでも、薬剤の系統が同じなら耐性菌
発達リスクが高まります。系統名をよく確認して、異なる系統の薬剤でローテーションを組む
ことが大事です。
3.系統の異なる成分を組み合わせた混合剤の活用: 系統の異なる2つ以上の成分を組み合
わせた混合剤を活用することで、耐性菌の発達を抑制することができます。

「耐性菌が発達するしくみ」  同じ系統の薬剤を連用していると、その薬
剤が効かない耐性菌が発達し、はびこってしまうことがあります。こうした耐
性菌発達のしくみですが、同じ種類の病原菌でも遺伝的に異なる系統が存
在し、同じ系統の薬剤の散布を重ねることで、その薬剤に弱い系統が死滅し
、強い系統（耐性菌）が残り繁殖することが知られています。
薬剤の「系統」とは、有効成分を化学的に分けるグループのことで、例えば、殺
菌剤では、「ストロビルリン系、有機塩素系、ベンゾイミダゾール系、フェニル
アミド系」などがあり、製品名が違っても系統は同じという場合があるので注
意が必要です。
「系統の見分け方」  系統は農薬のボトルや袋に「殺菌剤分類, 殺虫剤分
類, 除草剤分類」と記載されています。※記載の無いものもあります。

始めよう！野菜の「耐性菌管理」 今回、野菜の耐性菌について説明します。「今までよく効いていたのに、殺菌剤の効果が落ちてきた…」という話を最近よく耳にしま
す。皆さまの圃場ではいかがでしょうか。その最も大きな原因は、同じ系統の薬剤を連用した結果、「耐性菌」が発達してしまうこと。では耐性菌を出さないようにするには、ど
うすればいいのか。耐性菌の豆知識についてご紹介します。

ドローンでの散布代行 当社では生産者の方々を防除作業という重労働
を減らすためにドローンを使った散布代行業務の対象領域を年々広げてい
ます。対象作物や対象の病害虫、料金等については当社にご相談ください。

※本サービスは作業請負であり、効果を保証するものではございません。
※使用薬剤は無人航空機で登録のある薬剤から選択します。
※航空法による規制、圃場条件等によりお受けできない場合もあります。

柑橘園の殺虫／殺菌剤散布

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰの殺虫剤散布ハウスの遮光剤散布

実績のある作物・病害虫）
・水稲本田防除・除草剤散布
・麦の赤かび病防除
・大豆の殺虫・殺菌防除
・ハウスの遮光剤散布
・肥料散布
・柑橘園の防除（殺虫・殺菌）
・露地野菜の殺虫・殺菌防除
 （ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ, ｷｬﾍﾞﾂ, ｽｲｰﾄｺｰﾝ他）

柑橘防除お任せﾊﾟｯｸもｽﾀｰﾄしました！
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使用例は
コチラから

農業応援Tube【日産化学】
オラクル灌注処理で経費節
減！？どのくらいお得か、
実際に計算してみた編

「簡単・省力・確実」大好評のセルトレイ灌注処理
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ベネビアODの「広範囲な害虫への速やかな効果」を
ドライバーが「瞬時に隙間まで濡れ広げて」アシスト。

厄介な害虫の防除に高い効果を発揮します。

病害防除剤

ブロッコリー,レタス, 非結球レタス, 
キャベツ, はくさい等でも使える

いちご 炭そ病の防除に！
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コーンスターチ由来の保水材

新発売

喜多社長のフィロソフィ日記「誰にも負けない努力をする」 今年、香川県には熱中症警戒アラートが44回発令（昨年30回）、9月でも12回（昨年
1回）と酷暑の夏だった。7-9月は当社にとっては一番の繁忙期、ドローン防除にハチ、シロアリ駆除と様々な仕事が舞い込み早朝から夜遅くまで従業員
たちは作業に従事してくれていた。この記事を書いている9月後半はようやく気温も仕事も落ち着きつつある。
さて、今年の水稲ドローン防除は9月中旬に無事終えることができた。事故が1件発生したが大事に至るようなこともなくほっとしている。昨年より委託
面積が100ha以上増え作業を回せるのか？という不安もあったがアグリサービス部門の2名を中心に社内一丸で遂行したお陰でやり遂げることが出来
た。防除ピーク期に彼らは早朝6時～現場作業を行い、事務作業や次の日の準備などで退社が夜9時過ぎとなることが続いていた。心身ともに大丈夫か
？と心配もあったが無事やり遂げて貰えたことに感謝が尽きない。
彼らが業務に従事している姿を見ていると「彼らに負けない努力をしよう」と私自身発奮させられた。１％の成長を毎日積み重ねると計算上1年後には
約37倍になる。365日成長し続けるなんて無理だと思われる方も多いと思うので週に1%成長できれば1年後には1.7倍に成長出来る。彼らの頑張りに
触発され会社全体が週に1%成長する、皆がそう思い頑張りあえる会社に近づけていこうと思う。
9月20日には本社の前で全従業員と防除に協力頂いた外注・アルバイトの方々をお招きしBBQを開催した。無事に水稲防除を終えられたことに感謝を
伝え、来期は更に成長しもっと多くの方々に感謝を伝えられる場に必ずしようと思った。

DJI農業用ドローン教習・整備場

当社ドローンスクールのメリット）
1. インストラクターがドローン防除のプロ
2. 測量や自動航行など様々な制御方法を学べる
3. 空散可能な農薬・肥料・資材などの情報を提供
4. 当社防除チームに入り副収入確保も

大容量散布 最大24L/min
ビジョンセンサー搭載
3Dマップ構築可能

測量~散布まで一貫作業が可能

ｱｸﾞﾘｻｰﾋﾞｽの中村氏、河合氏、感謝！！ BBQの様子！！ 外注・ｱﾙﾊﾞｲﾄの方々含めた写真撮影


